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本章では、マスタープランにおいて、都市づくりの基本方針など定めるにあたり、

都市の現状と動向を整理します。 

第２章

現状と動向

１ 岡山市の特性と成り立ち 

２ 現状 
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１ 岡山市の特性と成り立ち

位置

“中四国の広域交通のクロスポイント” 

○ 本市は、山陽自動車道、山陽新幹線、瀬戸大橋、岡山港・新岡山港、岡山桃太郎空港など

陸・海・空の交通結節点に位置し、中四国地方の広域交通のクロスポイントとなっていま

す。 

■位置図 

地勢

“温暖で地震が少なく、充実した都市機能” 

○ 岡山県は、統計上、平均して 4日のうち 3日は降水量が 1mm 未満の日であるとともに、温

暖な気候であり、また、過去 94 年間の地震の回数が全国平均と比べて少ない都市です。 

○ 本市は、大都市と比較しても、各種の都市機能が充実しており、暮らしやすい都市です。 

■降水量 1mm 未満日数と地震回数        ■岡山市の都市機能(大都市中の順位) 

（大都市：東京都区部＋政令指定都市) 

資料：101指標から見た岡山県 

   ※東京都は、島しょ部を含む

8位

5位

2位

2位

4位

3位

5位

2位

3位

3位

0 2 4 6 8 10

家賃の安さ

平均通勤時間の短さ

百貨店・総合スーパー数

都市公園面積

病院数

医師数

保育園数

幼稚園数

大学・短期大学数

文化施設数

276.8

263.6

247.8

18 

557 

65 

0

100

200

300

400

500

600

200

220

240

260

280

300

岡山 東京都 全国回数

降水量1mm未満の日の平年値(年平均)

過去94年間(1923-2017)の地震回数(震度4以上)

降水量1mm未満

の日数（年平均）

過去94年間の

地震回数(震度4以上)

※東京都は島しょ部を含む

資料：各省庁の統計より集計 

※施設数は、人口あたり 
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岡山駅

“恵まれた自然環境と質の高い都市機能の集積” 

○ 本市の地形は、北部の丘陵地帯、旭川・吉井川の河口に広がる岡山平野、児島半島を含む

南部の瀬戸内海沿岸地帯から構成され、水と緑に恵まれた自然の豊かな都市です。 

○ 岡山平野の中心部にある岡山駅を中心とする市街地は、高次な都市機能を有し、岡山城・

岡山後楽園などの歴史・観光施設等が充実しています。 

■岡山市の地形 

■岡山市の都心 

岡山後楽園 
岡山城 

岡山県庁 

ＪＲ岡山駅

岡山県総合グラウンド

岡山市役所 

旭川 

資料：国土交通省「５万分の１土地分類基本調査」より作成
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成り立ち

“固有の歴史、伝統、文化、景観” 

○ 本市は、豊かな自然を背景に、古くは高い製鉄技術を持ち、古代吉備の国の時代から稲作

を盛んに行うなど、大和に匹敵する勢力を持ち繁栄してきました。その後、戦国時代の岡

山城築城や、江戸時代には池田藩の城下町として整備が進みました。この頃から岡山平野

の南部では、児島湾の干拓・新田開発や百間川の築造など、先駆的な都市の基盤づくりが

進められ、これらの大規模な干拓事業の結果、一大穀倉地帯が形成されました。この田園

の豊かさは、現在でも本市の特色となっています。 

“合併による市域の拡大” 

○ 本市は、明治 22 年（1889 年）の市制施行当時は、面積約 6  の規模でしたが、昭和、平

成の市町村合併により市域は約 130 倍の約 790  に拡大し、平成 21年（2009 年）4月に

は政令指定都市へ移行しています。 

■岡山市の市域変遷図 

岡山城 

造山古墳 田園風景（灘崎） 

市制施行時 

昭和 20年までに合併 

昭和 30年までに合併 

昭和 44年に合併 

昭和 46年に合併 

昭和 50年に合併 

平成 17年に合併 

平成 19年に合併 
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“モータリゼーションの進展と市街地の拡大” 

○ 昭和 20 年頃は、岡山駅や西大寺駅などの鉄道駅を中心にコンパクトな市街地が形成され

ていましたが、人口増加と高度経済成長を背景に、昭和 40 年頃からモータリゼーション

が進展し、市街地の外延化が進みました。 

○ 昭和 46 年には、無秩序な市街地の拡大を防止するため、都市計画法による区域区分（線

引き）を決定し、現在に至るまで、交通網の整備等と併せて計画的な市街地の形成が進め

られてきました。 

■市街地の変遷 

◇昭和 20年代後半 

◇昭和 50年(1975 年)頃 

◇平成 20年(2008 年)頃 

S20 年頃 人口約 37 万人 

S20 岡山空襲 

S21 復興土地区画整理事業の決定 

S22～第一次ベビーブーム 

S30～高度経済成長 

S37 岡山国体、西大寺駅・大多羅駅開業 

S40～本格的なモータリゼーションの到来 

S41 国道 2号 BP の決定 

S45 岡山県南広域都市計画区域の決定 

S46～第二次ベビーブーム 

S46 区域区分（線引き）の決定 

S47 山陽新幹線（新大阪～岡山間）開業 

S50 年頃 人口約 56 万人 

S50 山陽新幹線（岡山～博多間）開業 

S60 高島駅開業 

S61 上道駅開業 

S63 岡山空港開業、瀬戸大橋開通 

H 5 山陽自動車道岡山 IC開通 

H 8 中核市へ移行 

H11 国道 2号 BP 全線開通 

H14 宇野線連続立体交差事業完了 

H17 北長瀬駅開業 

H19 岡山駅東西連絡通路開通 

現在の市街化区域 

H20 年頃 人口約 70 万人 

H20 西川原駅開業 

H21 ＜政令指定都市へ移行＞ 

資料：国土地理院「旧版地図」、総務省「国勢調査」 
※人口は、現在の市域で集計 
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人口・世帯（１）

総人口・年齢区分別人口１）

“少子高齢化が進展、平成32年（2020年）をピークに人口減少” 

○ 本市の人口は、これまで順調に増加してきましたが、平成 32 年頃をピークに減少に転じ、

25 年後の平成 57 年（2045 年）には、4万人減の約 68 万人になると推計されています。 

○ 平成 7～27 年の 20 年間で、高齢者の大幅な増加、年少人口の減少が進んでおり、この状

況がさらに進展し、平成 57 年には 3人に 1人が高齢者となると見込まれています。 

○ 近年の人口動態は、平成 29 年には日本人の人口が減少する一方で、外国人人口は増加傾

向となっています。

■人口推移と将来人口の見通し（岡山市） 

資料：総務省「国勢調査」。H32以降は、第六次総合計画の推計値(H27 国勢調査を基にした推計)。 

 ※現在の市域で集計 ※総人口は、年齢不詳を含む。但し、人口比率は年齢「不詳」を除いて算出。 

    ■日本人の人口動態（岡山市）         ■外国人の人口推移（岡山市）

資料：岡山県毎月流動人口調査（年報）            資料：住民基本台帳（各年末時点） 

※前年 10月 1日～9月 30日                  ※H19 から H23 までは外国人登録者数 
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“我が国の合計特殊出生率は減少、人口の維持が困難な状況” 

○ 日本の合計特殊出生率は、近年は若干増加ですが長期的には減少傾向であり、人口を維持

できる合計特殊出生率 2.07 を大きく下回っています。 

○ 今後、出生率が回復しても、親となる世代の人口が減少しつつあり、一定の人口減少は避

けられない状況です。 

■日本の人口推移・合計特殊出生率 

資料：実績値は総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態統計」。推計値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口
（H29 推計）」の中位推計。 

■岡山市の年齢区分別人口の推移 

資料：総務省「国勢調査」。H47 は、岡山市推計。 ※現在の市域で集計 
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人口動向 

“中山間地域で急激な人口減少、周辺地域で人口増加” 

○ 中山間地域等では、人口減少が著しく、市街化区域の縁辺部でスプロール的に人口が増え

ています。 

○ 市街化区域内でも、古くから街が形成された地区などでは人口が減少している一方で、都

市計画区域外でも 交通利便の高い地域などでは、人口が増加している地区もあります。 

■町別人口増減率（平成 7年～平成 27 年） 

    資料：総務省「国勢調査」
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“都心では人口が減少、近年は回復基調” 

○ 都心（中心市街地）の人口は、平成 12 年までは減少していましたが、活発な市街地再生

の動きもあり、近年は増加傾向です。 

資料：総務省「国勢調査」 

世帯３）

“世帯数のピークは平成37～42年（2025～2030年）、単独高齢者世帯数が増加” 

○ 本市の世帯数のピークは平成 37～42 年と見込まれており、その後は減少に転じる見通し

です。 

○ 世帯主が 65 歳以上の単独の高齢者世帯が著しく増加する見通しです。 

■世帯数の推移 

資料：総務省「国勢調査」。H32 以降は、岡山市推計。
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産業

特性 

“第3次産業を中心とした産業特性” 

○ 本市の就業者は、第 3次産業が中心であり、第 1次産業及び第 2次産業の就業者数は減少

傾向です。 

○ 交通のクロスポイントの優位性を活かした卸売・小売業や製造業のほか、医療、福祉、教

育等が優位な産業特性です。 

■産業別就業者数

資料：総務省「国勢調査」 ※15歳以上就業者数 

■岡山市産業(企業ベース)の稼ぐ力と雇う力 

資料：総務省・経済産業省「H24経済センサス活動調査」
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商業 

“小売店舗の郊外化・大型化、商店街の歩行者数の減少” 

○ 小売商店数は約 30 年間で、約半数に減少している一方、郊外での立地などにより、1 店

当たりの売場面積は、大型化しています。 

○ 都心の 3商店街(表町･駅前町･奉還町)の歩行者数は、約 30年間で半減しています。 

■小売業商店数と売場面積         ■都心の 3商店街の歩行者交通量 

資料：経済産業省「商業統計調査」             資料：岡山市商店街通行量調査 
※表町･駅前･奉還町商店街で全年調査地点の平均 

工業 

“製造品出荷額等は微増傾向” 

○ 本市の製造業は、食料品や生産用機械器具製造業、飲料、印刷業等が中心となっています。 

○ 従業者 4人以上の事業所数は減少傾向ですが、製造品出荷額等は増加傾向であり、事業所

の効率化が進んでいます。 

    ■主要産業別製造品出荷額等の割合          ■製造品出荷額等 

資料：経済産業省「H29工業統計調査」         資料：経済産業省「工業統計調査」 

※従業者 4人以上の事業所を対象

S63

6,454

H28

3,750
S63

5,275

H28

2,463

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

S63 H4 H8 H12 H16 H20 H24 H28

休日 平日

(人)

8,508
8,243

7,531
7,167

6,642

5,968

4,287
4,599 

70.3 
86.1 

106.6 108.4 

133.9 

157.0 

202.5 
208.2 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

S63 H3 H6 H9 H14 H19 H26 H28

小売商店数 1店当たり規模

(店) (㎡/店)

1,075,996 
942,182 

938,882 
906,122 

962,395 
1,006,794 

1,531

1,306

1,053

855 813 793

0
200
400
600
800
1,000
1,200
1,400
1,600
1,800

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

H7 H12 H17 H22 H26 H29

製造品出荷額等 事業所数

(百万円) (事業所)

食料品製造業

14.1%

生産用機械器

具製造業

11.9%

飲料・たばこ・

飼料製造業

10.8%

印刷・同関連業

10.7%
化学工業

9.0%

プラスチック製

品製造業

6.6%

金属製品製造業

4.5%

はん用機械器具

製造業

4.3%

繊維工業

3.7%

パルプ・紙・紙加工品製造業

3.4%

窯業・土石製品製造業

3.2%

輸送用機械器

具製造業

3.1%

その他

14.7%
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農業 

“農業就業者の減少と高齢化、耕作放棄地の増加” 

○ 本市は、総農家戸数が約 10,800 戸で全国第 5位（平成 27 年）となっており、また、都市

ブランドの一つである白桃やマスカットなどの果物が市場から高い評価を得るなど、全国

有数の農業都市です。 

○ 一方で、農業就業者数は 20 年間で半数に激減しているとともに、全国平均よりも高齢化

が進んでおり、耕作放棄地は増加しています。 

■農業就業人口の推移及び 65 歳以上の割合        ■耕作放棄地面積の推移 

資料：農林水産省「農林業センサス」               資料：農林水産省「農林業センサス」 

観光 

“観光入込客数の著しい増加” 

○ 観光入込客数は、平成 25 年までは横ばいでしたが、訪日外国人観光客の増加もあり、平

成 25 年から平成 28 年で、約 2倍に急増しています。 

■観光入込客数 

資料：岡山市観光統計 

20.2 19.2
16.0

11.4 10.1

59.7 59.6 63.8 
72.2 73.3 

43.5 52.9 58.2 61.6 63.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

0

5

10

15

20

25

H7 H12 H17 H22 H27
農業就業者数(岡山市) 65歳以上割合(岡山市)

65歳以上割合(全国)

(千人) (％)

418 534 474 412 458
119

165
820 909

1,071
537

699

1,294 1,321
1,529

0

500

1,000

1,500

2,000

H7 H12 H17 H22 H27

販売農家 販売農家以外

(ha)

4.3 4.4 4.6 4.8 4.6 4.1 4.3 4.4

5.8

7.6
8.3

7.6

0

2

4

6

8

10

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(百万人) 岡山城と岡山後楽園 

西大寺会陽（はだかまつり） 吉備津神社 

※販売農家を対象とするが、岡山市の H7、65歳
以上割合は、総農家を対象としている

※H7、H12の販売農家以外には、「土地持ち非農家」が
集計されていない
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土地利用

土地利用の現況 

“市街化区域内に約1割の農地や山林が残存” 

○本市は、市域の約 74％を自然的土地利用が占める豊かな自然環境を有する都市です。 

○市域の約 13％が市街化区域であり、総人口の約 81％が居住しています。市街化区域内は

約 88％が都市的土地利用ですが、約 1割は農地や山林などの自然的土地利用です。 

○市街化調整区域は約 79％が自然的土地利用ですが、住宅地面積は約 2,400ha であり、全

市の住宅地面積の約 35％を占めています。 

■土地利用現況面積と割合 

資料：H24都市計画基礎調査 

■都市計画区域等の面積         ■都市計画区分別の面積・人口 

資料：都市計画おかやま資料集(H29.3 末)         資料：総務省「H27 国勢調査」 

581.0
80.8%

10,390
13.2%

123.8
17.2%

48,210
61.0%

14.7
2.0%

20,395
25.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27人口
(千人)

面積

(ha)

市街化区域 市街化調整区域

都市計画区域外

面積
（ha）

割合
（％）

58,600 74.2

市街化区域 10,390 13.2

市街化調整区域 48,210 61.0

20,395 25.8

78,995 100.0

都市計画
区域内

都市計画区域外

都市計画区域

市域全体

2,416
5.0%

4,088
39.3%

6,947
8.8%

336
0.7%

951
9.2%

1,326
1.7%

415
0.9%

781
7.5%

1,312
1.7%

5,037
10.4%

1,844
17.7%

7,349
9.3%

2,008
4.2%

1,493
14.4%

3,905
4.9%

10,441
21.7%

470
4.5%

12,138
15.4%

2,592
5.4%

242
2.3%

3,288
4.2%

19,613
40.7%

303
2.9%

35,378
44.8%

2,391
5.0%

93
0.9%

3,042
3.9%

2,960
6.1%

125
1.2%

4,306
5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市街化調整区域

市街化区域

全市

住宅 商業 工業 道路 公共公益地他 田 畑 山林 水面 その他自然地

（面積(ha)）

約26% 約74%

約21% 約79%

約88% 約12%

自然的 
土地利用 

都市的 
土地利用 
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■土地利用現況図 

資料：H24都市計画基礎調査  
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74.1%
411.2

75.8%
469.1

78.8%
522.8

80.5%
560.3

80.8%
581.0

22.4%
124.2

21.1%
130.6

18.5%
122.7

17.1%
119.2

17.2%
123.83.5%

19.7

3.1%
19.3

2.7%
17.8

2.4%
16.7

2.0%
14.7

0

100

200

300

400

500

600

700

800

S50 S60 H7 H17 H27
市街化区域人口 市街化調整区域人口 都市計画区域外人口

(千人)

土地利用の変化２）

“市街地の拡大、市街化調整区域でも建物用地が増加し、人口は横ばい” 

○ 本市の市街地（建物用地）は、昭和 51 年(1976 年)から、平成 26年(2014 年)の約 40 年間

で、人口増加にあわせて、平地部を中心に拡大しています。 

○ 約 40 年間の建物用地面積の増加割合をみると、市街化区域、市街化調整区域ともに、建

物用地面積が約 2.1 倍になり、市街化調整区域全体で見れば、人口はほぼ横ばいで推移し

ています。 

■土地利用の変遷 

■建物用地面積の推移                          ■都市計画区分別人口 

資料：国土数値情報土地利用 3次ﾒｯｼｭ 1/10 細区分(100m ﾒｯｼｭ)   資料：総務省「国勢調査」 
※S51の市街化区域は現時点                   ※現在の市域で集計 
※100m ﾒｯｼｭ単位で、地図記号や衛星画像から代表となる 

土地利用種別を判定している 
※建物用地率＝各区域の建物用地面積/区域面積

【Ｈ２６年】(2014 年) 

8,730

5,074

977

4,242

2,429

351

0 2,500 5,000 7,500 10,000

市街化区域

市街化調整区域

都市計画外
H26
S51

(ha)

【Ｓ５１年】(1976 年) 
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114 

60 

0

20

40

60

80

100

120

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
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面積 人口密度

（ha） （人／ha）

人口集中地区 

“市街地の拡大と低密度化、政令指定都市と比較して低密度な市街地” 

○本市の人口集中地区(DID)は、昭和 35 年の設定当初から平成 27 年の 55 年間で、面積は

6.0 倍に増加しています。 

○人口集中地区(DID)の人口密度は、昭和 55 年までに大きく減少した後、近年は微増傾向で

すが、政令指定都市の中では低位です。 

■人口集中地区(DID)の面積と人口密度の推移 

資料：総務省「国勢調査」 

※人口集中地区：国勢調査に基づき、人口密度の高い（4,000 人/k㎡以上）地域及び 
人口 5,000 人以上を有する地域の二つを満たしている市街地のこと 

※現在の市域で集計 

■人口集中地区の変遷                 ■DID 地区の人口密度 

（政令指定都市比較）

資料：総務省「国勢調査」                           資料：総務省「H27 国勢調査」 
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7.0 

8.3 

14.2 

59.5 

55.4 

37.6 

26.8 

19.6 

19.4 

31.2 

23.3 

13.8 

18.2 

22.9 

35.7 

0.6 
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H24

(2012)

H6
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S57

(1982)

S46
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公共交通機関 自動車 二輪車 徒歩 その他

56.4%
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7.1%

6.4%

7.4%

11.7%

18.3%

20.2%

45.7%

18.6%

16.6%

14.9%

14.4%

17.7%

17.4%

19.1%

27.6%

67.5%

71.4%

71.6%

73.0%
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54.3%

2.7%

3.2%

2.3%

1.4%

2.9%

1.9%

2.8%
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1.2%

15.8%

3.9%
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3.8%

2.7%

1.6%

1.7%

0.4%

0.6%

0.5%

0.6%

0.4%

0.6%

0.8%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

5～14歳

15～24歳

25～34歳

35～44歳

45～54歳

55～64歳

65～74歳

75歳～

徒歩 二輪車 自動車 バス・路面電車 鉄道 その他

道路・公共交通

代表交通手段 

“自動車利用の増加、公共交通・徒歩の減少” 

○ 本市の代表交通手段は、昭和 46 年から平成 24 年の約 40 年間で、自動車利用が約 2.2 倍

に増加している一方、公共交通機関の利用、徒歩は著しく減少しています。 

○ 年齢別にみると、65 歳以上の高齢者は、25～64 歳に比べて、自動車の分担率が低く、徒

歩やバス等の分担率が高くなっています。 

■代表交通手段構成の変化（平日） 

資料：S46～H6 岡山県南広域都市圏総合都市交通体系調査、H24岡山・倉敷・総社交通実態調査（パーソントリップ調査） 

■年齢階層別代表交通手段（平成 24 年） 

資料：H24岡山・倉敷・総社交通実態調査（パーソントリップ調査）
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大阪市
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(橋)

着色は建設後

50年以上の橋梁率

道路整備 

“幹線道路で交通渋滞が発生、老朽化した橋梁” 

○ 本市の都市計画道路（約 307km）の整備率は約 69%と、政令指定都市の中では低位ですが、

一般の道路を含む橋梁数は、政令指定都市の中でも突出して多く、建設後 50 年以上の橋

梁が約 90%を占めています。 

○ 都心周辺や都心から放射状に広がった幹線道路等に主要渋滞箇所が集中しており、市街地

に流入する通過交通などを適切に分散・誘導する岡山環状道路（外環状線）など幹線道路

の整備を進めています。 

■都市計画道路整備率(政令指定都市比較)     ■橋長 2m 以上の橋梁数(政令指定都市比較) 

□総数   ■うち建設後 50年以上 

資料：国土交通省「都市計画年報」（H29.3 末）          資料：国土交通省資料（H26.3 末） 

■主要渋滞箇所 

資料：岡山県道路交通対策部会 
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公共交通３）

“公共交通の利便性に地域差、鉄道は利用者増加傾向、バスは減少傾向” 

○ 本市の公共交通ネットワークは、都心を中心に放射状にカバーされていますが、市街化区

域など人口密度が高い地域で運行頻度が高く、周辺部ではサービス水準が低い状況です。 

○ これまで、公共交通の利用促進施策を進めてきましたが、鉄道利用者は増加傾向である一

方、バス利用者は減少が続いており、約 20 年間で主要なバス路線の利用者数は約 4 割減

少しています。 

○ 路線バスの運行区間は、平成 6 年から平成 28 年の約 20 年間で約 24％減少しており、人

口減少が著しい中山間地域で運行廃止が多く、コミュニティバスなどの生活交通で代替し

ている地区もあります。 

■公共交通ネットワーク図（平日） 

資料：各社時刻表より作成（H29.6）  
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■鉄道・バスの利用者数と実施施策 

資料：JR西日本、各バス事業者提供資料 

■路線バスの運行区間と便数          ■路線バスの廃止区間と人口減少率 

   ■足守地区のコミュニティバス

資料：岡山市調べ 
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岡山駅

東口広場整備 新駅

（北長瀬駅）
新駅

（西川原駅）

駅前広場整備

（建部・金川・瀬戸）

駅前広場整備

（瀬戸・迫川）

改札増設（庭瀬・高島）

岡山駅東西連絡通路

・一般者駐車乗降場整備
岡山駅

西口整備

駅前広場整備

（万富）
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（高島）
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P&BR実施

バスレーン拡充、P&BR拡充
PTPS導入、ICｶｰﾄﾞ導入等

転入者へのバスマップ配布

C&BR（17⇒37箇所）

オムニバスタウン計画

岡山駅

西口整備

デジタルサイネージ設置

（駅バス時刻表／3基）

低床車両

導入費補助

バリアフリー

縁石導入

岡山駅東口

乗り場再編


